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Ⅰ 調査概要

１ 調査目的

静岡県男女共同参画基本計画に基づく施策の検証・評価及び今後の施策推進の基礎資

料とするため、平成 13年度、同 16年度、同 17年度、同 18 年度、同 21年度、同 23年

度、同 25 年度、同 27 年度、同 29 年度、令和元年度及び同３年度の調査に引き続き、

令和６年度における静岡県民の男女共同参画に関する意識調査を実施した。

２ 調査内容
(1) 社会における制度・慣行について

(2) 男女共同参画に関する教育・学習について

(3) パートナー間の暴力やセクシュアル・ハラスメントについて

(4) 男女が共に子育てや介護等に主体的に関わることができる環境について

(5) 意思決定の過程への女性の参画について

(6) 男女が共に能力を発揮できる就業環境について

(7) 地域社会の一員としての活動について

(8) 実践的な取組の推進について

(9) 性的マイノリティ（ＬＧＢＴなどの性的少数者）について

(10) その他（男女共同参画関係）

３ 調査実施概要
(1) 調査地域 静岡県全域

(2) 調査対象 県内に居住する満 18 歳以上の県民 2,000 人

(3) 抽出方法 層化二段無作為抽出

(4) 調査方法 郵送配布・郵送回収、Web（インターネット）回収併用によるアンケート調査

(5) 調査時期 令和６年７月５日～７月 25 日

(6) 調査機関 株式会社サーベイリサーチセンター

(7) 回収状況 発送数 2,000 人 （100.0%）

回収数 736 人 （36.8%)

有効回収率 732 人 （36.6%)

Ⅱ 回答者の属性

【性・年代】 【婚姻】

令和６年度 男女共同参画に関する県民意識調査

【ダイジェスト版】

(単位：％)

《男性》 (n=732) 《女性》

全体

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

18～29歳9.5 

13.0 

18.2 

13.6 

14.4 

31.4 

50.4 

0 20 40 60 

14.7 

10.2 

18.5 

14.4 

13.5 

28.7 

49.5 

0 20 40 60 

【性・年代】

結婚している（事実婚を含む）

66.9%

結婚していない

23.1%

結婚していたが、

離婚・死別した

9.8%

無回答

0.1%

(n=732)



2

（％）

確保されて

いると

思う

確保されて

いると

思わない

全体 (n=732） 33.2 40.0 

男性 (n=369） 36.5 37.1 

女性 (n=362） 29.8 42.8 

5.2 

7.0 

3.3 

28.0 

29.5 

26.5 

26.9 

24.1 

29.8 

13.1 

13.0 

13.0 

26.5 

25.7 

27.3 

0.3 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない 思わない

わからない 無回答

（％）

(n=732)

51.3 11.6

54.8 6.5

18.4 4.1

46.5 8.6

75.8 1.3

73.5 4.3

①家庭生活で

②職場で

③学校教育の場で

④地域で（自治会・自主
防災会・ＮＰＯなど）

⑤政治の場で

⑥社会通念・慣習・しきた
りなどで

男性
優遇

女性
優遇

9.6 

13.0 

2.0 

11.9  

36.5 

25.3 

41.7 

41.8 

16.4 

34.6 

39.3 

48.2  

28.0  

23.1  

47.3 

23.1 

9.0 

11.2  

9.0 

5.1 

3.4 

6.8 

0.8 

3.3 

2.6 

1.4 

0.7 

1.8 

0.5 

1.0 

8.5 

13.5 

28.1 

20.9 

13.0 

10.2 

0.7 

2.2 

2.0 

1.0 

0.8 

0.8 

0% 50% 100%

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答

Ⅲ 調査結果概要

Ｑ1. 本県において、男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することがで

きる機会が確保されていると思いますか。

【静岡県における男女共同参画の機会の確保】

u 男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる機会が確保

されていると思わない人（「思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）は 40.0％

で、確保されていると思う人（「思う」＋「どちらかといえばそう思う」）の 33.2％を上

回っている。

Ｑ2. あなたは、次の分野で男女が平等であると思いますか。

【各分野における男女平等感】

u 「③学校教育の場」では平等感が高いが、それ以外の分野では、男性優遇と感じる人が多

い。
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（％）
(n=732) 反対 賛成

18～29歳 (n=88) 88.6 6.8 

30～39歳 (n=85) 65.8 16.5 

40～49歳 (n=134) 70.2 14.9 

50～59歳 (n=102) 67.6 21.5 

60～69歳 (n=102) 72.5 17.7 

70歳以上 (n=220) 63.2 22.3 

46.6 

28.2 

36.6 

29.4 

39.2 

26.4 

42.0 

37.6 

33.6 

38.2 

33.3 

36.8 

5.7 

14.1 

12.7 

18.6 

15.7 

21.4 

1.1 

2.4 

2.2 

2.9 

2.0 

0.9 

4.5 

17.6 

14.9 

10.8 

8.8 

11.4 

1.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 わからない 無回答

（％）

反対 賛成

全体 (n=732) 69.8 17.6 

男性 (n=369) 60.7 24.4 

女性 (n=362) 79.0 10.8 

33.2 

28.5

37.8

36.6 

32.2

41.2

15.8 

22.0

9.7

1.8 

2.4

1.1

11.5 

13.6

9.4

1.1 

1.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 わからない 無回答

全体 (ｎ=732）

男性 (ｎ=369）

女性 (ｎ=362）

50.1 

46.9 

53.6 

30.5 

32.5 

28.5 

15.3 

16.0 

14.4 

4.1 

4.6 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

Ｑ３.「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」というような男女の役割を固定的に考え

ることについて、どのように思いますか。

【男女の役割を固定的に考えることについて】

u 全体的に、反対と思う人（「反対」＋「どちらかといえば反対」）の割合は増加傾向である。

u 男女の役割を固定的に考えることについて、反対と思う人（「反対」＋「どちらかといえ

ば反対」）の割合は、18～29 歳が高い。

Ｑ４. 「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」という言葉を知っていますか。

u 「知っている」と「聞いたことがある」の合計は 80.6％となっており、過去最高だった

前回調査（78.3％）を超えた。
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Ｑ５. あなたは、次のようなことが夫婦・恋人など親しい間柄にあるパートナー間で行われた

場合、それを暴力（ドメスティック・バイオレンス）だと思いますか。①～⑮のそれぞれに

ついて、あなたの考えに近いものをお選びください。なお、ここでの「夫婦」には、婚姻届

を出していない事実婚や別居中の夫婦も含みます。

【ドメスティック・バイオレンスだと思う行為】

u いずれの項目も「どんな場合でも暴力にあたると思う」人の割合が最も高いが、「⑦他の

異性との会話を許さない」については、「暴力」にあたらないと考える人の割合（10.0％）

が比較的高い。

(n=732)

①平手で打つ

②足でける

③身体を傷つける可能性
のある物でなぐる

④なぐるふりをして、おどす

⑤刃物などを突きつけて、
おどす

⑥大声でどなる

⑦他の異性との会話を許さ
ない

⑧家族や友人との関わりを
持たせない

⑨交友関係や行き先、電
話・メールなどを細かく監視
する

⑩職場に行くことを妨害し
たり、外出先を制限する

⑪何を言っても長期間無視
し続ける

⑫「誰のおかけで生活でき
るんだ」とか、「甲斐性な
し」と言う

⑬家計に必要な生活費を
渡さない

⑭嫌がっているのに性的な
行為を強要する

⑮避妊に協力しない

75.7 

86.9 

95.1 

69.0 

93.6 

55.5 

57.1 

65.7 

59.4 

72.7

65.8

74.5

75.4

86.1

78.8

20.9 

9.7 

2.2 

24.5 

3.4 

37.8 

24.0 

20.5 

27.3 

16.5

22.3

15.8

13.9

7.8

11.1

0.4 

0.3 

0.3 

2.7 

0.1 

3.1 

10.0 

6.0 

4.6 

3.6

4.5

3

3.3

1.5

1.9

1.2 

1.4 

0.8 

1.8 

1.1 

1.9 

7.1 

5.9 

6.6 

5.1

5.5

4.4

5.3

2.7

5.9

1.8 

1.8 

1.6 

2.0 

1.8 

1.6 

1.8 

1.9 

2.0 

2.2 

1.9 

2.3 

2.0 

1.9 

2.3 

0% 50% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

その他

無回答
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(n=732)

①法律・制度の制定や見直しを行う

②犯罪の取り締まりを強化する

③捜査や裁判での担当者に女性を増やすなど、被害
を受けた女性が届けやすい環境をつくる

④被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を盛り
上げる

⑤被害者のための相談機関や保護施設を整備する

⑥家庭における男女平等についての教育を充実させ
る

⑦学校における男女平等についての教育を充実させ
る

⑧メディアが自主的取組を強化し、暴力を無批判に取
り扱わないようにする

⑨過激な暴力表現を扱ったビデオソフト、ゲームソフト
等の販売や貸出を制限する

⑩その他

⑪わからない

無回答

38.7 

26.1 

36.2 

5.5 

51.0 

22.7 

32.4 

7.1 

10.1 

3.7 

6.0 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60
％

全体 (n=732）

男性 (n=369）

女性 (n=362）

3.3 

3.0 

3.6 

7.7 

9.5 

5.8 

84.3 

81.8 

86.7 

4.8 

5.7 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

Ｑ６.「夫婦・恋人など親しい間柄にあるパートナー間の暴力」(ドメスティック・バイオレン

ス)をなくすためには、どうしたらよいとお考えになりますか。

【ドメスティック・バイオレンスをなくすために重要なこと】

u ドメスティック・バイオレンスをなくすためには、「⑤被害者のための相談機関や保護施

設を整備する」ことや「①法律・制度の制定や見直しを行う」ことが必要と考える人が多

い。

Ｑ７. 「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」という言葉を知っていますか。

u 「知らない」が 84.3％で最も多く、「知っている」「聞いたことがある」の合計は 11.0％

と少ない。

◇ 過去１年間にドメスティック・バイオレンスを受けたことのある人の割合は 3.6％

(Ｒ３：3.1%)

(R3 3.1％)
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Ｑ８. 現在、配偶者（事実婚・パートナーを含む）のいる方に伺います。あなたのご家庭では、

次にあげる家庭での役割を、主にどなたが担っていますか。

【家庭での役割分担】

u 家庭での「家事」、「育児」、「介護」の担い手の主体は、依然として「女性」である。

①家計を支える（生活費を
稼ぐ）

(n=490)

②掃除、洗濯、食事のした
くなどの家事をする

(n=490)

③ゴミ出しなどの簡単な家
事をする

(n=490)

④日々の家計の管理をす
る

(n=490)

⑤育児、子どものしつけを
する

(n=398)

⑥親の世話（介護）をする (n=287)

⑦自治会、町内会などの地
域活動を行う

(n=490)

⑧子どもの教育方針や進
学目標を決める

(n=392)

⑨高額の商品や土地・家
屋の購入を決める

(n=490)

2.7 

42.0 

21.6 

52.4 

25.4 

22.3 

12.7 

13.8 

2.4 

1.2 

35.3 

21.0 

10.8 

31.4 

17.8 

9.6 

16.8 

5.3 

16.9 

14.9 

16.9 

14.1 

30.4 

26.1 

18.0 

51.0 

48.4 

37.3 

3.7 

9.6 

7.6 

2.3 

7.7 

19.8 

5.4 

21.6 

37.6 

0.4 

26.1 

11.0 

0.8 

2.8 

28.2 

1.0 

15.1 

2.2 

2.0 

3.1 

2.0 

4.3 

12.5 

9.2 

6.9 

4.3 

2.0 

1.6 

1.6 

2.0 

5.5 

10.8 

2.7 

5.1 

2.9 

0% 50% 100%

主に妻 主に妻だが、夫も分担 夫と妻が同程度

主に夫だが、妻も分担 主に夫 その他

無回答
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Ｑ９. あなたは、１日の中で、家事、育児を何時間くらいしていますか。平日と休日に分けて

お答えください。

【家事にかける時間】

u 男性は、「１分～２時間」が平日、休日ともに最も多く、女性は、「２時間超～４時間」が

平日、休日ともに最も多い。

【育児にかける時間】

u 男性は、「１分～２時間」が平日、休日ともに最も多く、女性は、平日は「２時間超～４

時間」が、休日は「10 時間超」が最も多い。

（平日）

男性 (ｎ=235)

女性 (ｎ=221)

9.4 

0.0 

76.2 

16.7 

11.9 

46.2 

1.3 

22.2 

0.0 

8.1 

0.9 

2.7 

0.4 

4.1 

0% 50% 100%

（休日）

男性 (ｎ=219)

女性 (ｎ=201)

5.0 

0.0 

74.4 

17.9 

17.4 

45.3 

2.7 

21.4 

0.5 

8.5 

0.0 

2.5 

0.0 

4.5 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超

（平日）

男性 (ｎ=153)

女性 (ｎ=154)

12.4 

0.6 

76.5 

13.6 

8.5 

24.0 

2.6 

20.1 

0.0 

11.7 

0.0 

10.4 

0.0 

19.5 

0% 50% 100%

（休日）

男性 (ｎ=152)

女性 (ｎ=143)

6.6 

0.7 

47.4 

9.1 

21.7 

17.5 

13.8 

14.7 

5.3 

16.1 

2.0 

9.8 

3.3 

32.2 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超
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平成25年度 (ｎ=793)

平成27年度 (ｎ=899)

平成29年度 (ｎ=782)

令和元年度 (ｎ=744)

令和３年度 (ｎ=826)

令和６年度 (ｎ=732)

1.1 

1.4

1.9

0.9

0.8

1.0 

3.7 

3.1 

3.1 

2.8 

1.6 

2.3 

4.5 

5.7 

5.5 

3.5 

3.0 

2.0 

39.8 

37.5 

35.5 

33.9 

23.5 

18.9 

37.5 

36.6 

40.4 

43.3 

51.1 

55.5 

6.4 

4.3 

5.8 

7.1 

9.3 

8.3 

5.0 

7.0 

6.6 

7.4 

8.5 

10.5 

1.9 

4.3 

1.2 

1.1 

2.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性は職業を持たないほうがよい

結婚するまでは職業を持つほうがよい

子どもができるまでは職業を持つほうがよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

ずっと職業を続けるほうがよい

その他

わからない

無回答

Ｑ１０. 現状では、意思決定を行う管理的部門や指導的地位への女性登用がいまだ少ない状況

にあります。あなたは、その理由としてどのようなものがあると考えますか。

【管理的部門や指導的地位への女性登用が少ない理由】

u 管理的部門や指導的地位への女性登用が少ない理由として、「社会的・文化的に、性別に

よって役割を固定する考え方や意識が残っているから」、「女性は継続して勤務すること

が困難であるから」と考える人が多い。

Ｑ１１. 一般的に女性が職業を持つことについて、どう考えますか。

【女性が職業を持つことについて】

u 女性が職業を持つことについて、「ずっと職業を続けるほうがよい」と考える人が増加傾

向にあり、55.5％の人は、続けるほうがよいと考えている。(Ｒ３：51.1％)

(ｎ=732）

①女性自身が管理的部門等につくことに消極的だから

②女性は継続して勤務することが困難であるから

③社会的・文化的に、性別によって役割を固定する考え方
や意識が残っているから

④家族の理解や協力が得られにくいから

⑤主として補助的業務が与えられ、女性の能力を高める機
会が少ないから

⑥登用する側に男性優先の意識や、女性管理職に対する
不安感があるから

⑦その他

⑧わからない

無回答

34.2 

43.2 

51.4 

21.9 

26.9 

32.8 

3.6 

7.5 

2.6 

0 10 20 30 40 50 60
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Ｑ1２. 継続して女性が働く上での障害は何だと思いますか。

【女性が働く上で障害となること】

u 継続して女性が働く上での障害について、「長時間労働や残業」という回答が最も多く、

次に「育児休業・介護休業が取得しにくい環境にあること」が多い。

u 性別で見ると、男性が女性より高い割合となっている項目は、「仕事内容における男女格

差」（9.7 ポイント差）である一方、女性が男性より高い割合となっている項目は「家族

に反対されたり、協力が得られないこと」（10.3 ポイント差）、「月経や更年期等の女性特

有の健康課題」（10.1 ポイント差）であり、男女間で差がある。

全体（n=623） 【性別】

結婚・出産退職等の慣行

賃金の男女格差

昇進、昇格における男女格差

仕事内容における男女格差

長時間労働や残業

雇用形態にパートタイムや臨時雇いが多いこ

と

育児休業・介護休業が取得しにくい環境にあ

ること

育児休業・介護休業の制度が整っていないこ

と

育児施設・介護施設の不足

職場における人間関係

家族に反対されたり、協力が得られないこと

女性自身の知識や技術の不足

女性自身の就業意欲が低いこと

月経や更年期等の女性特有の健康課題

その他

特にない

わからない

無回答

35.8

24.6

24.1

21.5

48.6

25.4

40.9

37.6

36.0

21.7

18.3

7.1

10.0

16.5

3.5

1.4

1.1

2.1

0% 50% 100%

37.6

22.5

24.8

26.5

44.8

27.1

40.5

41.8

36.6

19.9

13.1

4.6

9.8

11.4

3.3

1.3

1.3

1.3

34.2

26.6

23.4

16.8

52.2

23.7

41.1

33.5

35.4

23.4

23.4

9.5

10.1

21.5

3.8

1.6

0.9

2.8

0% 50% 100%

男性（n=306）

女性（n=316）

男性(n=306)

女性(n=316)
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3.4

18.3

5.9

30.2

4.1

10.8

20.1

20.4
24.5

6.1

19.1

4.68.5

8.1

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先

「仕事」と「地域・個人の

生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の

生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

ともに優先

希望 現実

(n=732)

Ｑ1３. 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・

付き合い）の優先度について、あなたの希望・現実（現状）に最も近いものはどれですか。

【生活の優先度について希望と現実（現状）】

u 希望としては、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』したい人が多いが、現実（現状）

では『「仕事」を優先』、『「家庭生活」を優先』している人が多い。

Ｑ１４. 地域活動において、女性が自治会の長などの役職につくことが少ないのが現状です。

この主な理由は何だと思いますか。

【女性が自治会の長などの役職につくことが少ない理由】

u 女性が自治会の長などの役職に就くことが少ない理由について、「③社会的・文化的に、

性別によって役割を固定する考え方や意識が残っているから」、「①女性自身が長などの

役職につくのに消極的だから」と考える人が多い。

(ｎ=732)

①女性自身が長などの役職につくのに消極的だか
ら

②家族の理解や協力が得られないから

③社会的・文化的に、性別によって役割を固定す
る考え方や意識が残っているから

④女性は身体的能力が男性より劣っているから

⑤活動時間帯が女性に合っていないから

⑥女性は指導的な資質に欠けるから

⑦世間一般から快く思われないから

⑧その他

⑨わからない

無回答

51.6

18.6

59.3

4.5

26.4

2.6

8.6

4.0

9.3

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 
(%)
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Ｑ1５. 「静岡県パートナーシップ宣誓制度」を知っていますか。

u 「知らない」が 60.7％で、「知っている」「聞いたことがある」の合計（35.2％）を上回

っている。

全体 (n=732）

男性 (n=369）

女性 (n=362）

14.3 

13.3 

15.5 

20.9 

20.3 

21.5 

60.7 

61.5 

59.7 

4.1 

4.9 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答


